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市
政
をう

問
第1回定例会で15人が登壇

鹿沼市政について質問をしました。

議員紹介はこちらからどうぞ。
各質問議員のQRコードからは、それぞれ
の一般質問の動画をご覧いただけます。

一問一答方式一問一答方式

12

6

39質問時間
60分
質問時間
60分3/8〜10

会議の記録は議会ホームページの会議録システムから検索・閲覧できます。

種
対
象
者
へ
の
個
別
勧
奨
を
再
開
し
ま
し
た
。

「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
」
と
は
、
勧
奨
の
差

し
控
え
に
よ
っ
て
、
公
費
で
接
種
で
き
る
期
間

を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
人
に
対
し
て
、
令
和
６
年

度
ま
で
の
３
年
間
、
特
例
で
公
費
で
の
接
種
機

会
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。
対
象
者
は
、
平
成

９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま

れ
で
、
か
つ
、
接
種
回
数
が
３
回
未
満
の
人
で

あ
り
、
今
年
度
の
対
象
者
２
千
941
人
に
対
し
、

個
別
に
通
知
を
行
い
ま
し
た
。
令
和
５
年
１
月

末
現
在
の
接
種
状
況
は
、
１
回
接
種
が
219
人
、

接
種
率
7.5
％
、
２
回
接
種
が
188
人
で
6.4
％
、
３

回
接
種
が
77
人
で
2.6
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
物
価
高
対
策
に
つ
い
て

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

○
小
中
学
校
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
対

応
に
つ
い
て

鈴 木　敏雄 議員

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
勧
奨
の
差
し
控
え

に
よ
り
接
種
機
会
を
逃
し
た
人
へ
の
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
接
種
（
追
加
接
種
）
に
つ
い
て
、
接
種

状
況
を
伺
う
。

答　
　
弁
（
保
健
福
祉
部
長
）
─
─
─
─
─
─

今
年
度
の
対
象
者
２
千
941
人
に
対
し
、
個

別
に
通
知
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
、
平
成
25
年
度
に

定
期
接
種
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
副
反
応
が
報
告

さ
れ
た
た
め
、
国
の
勧
告
に
よ
り
、
平
成
25
年

６
月
以
降
、
積
極
的
な
勧
奨
を
控
え
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
接
種
の
有
効
性
が
副
反
応
の
リ

ス
ク
を
上
回
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
、
接

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
伺
う

各議員の記事の「質問」の文章は、
議員本人が作成しました。

一般質問の
動画はこちら
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市政を　 う問

の
空
中
撮
影
、
林
政
分
野
に
お
け
る
森
林
の
地

形
や
立
木
調
査
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
総

合
政
策
部
で
保
有
す
る
機
体
は
、
都
市
建
設
部

と
連
携
し
、
災
害
発
生
時
に
、
被
災
状
況
を
い

ち
早
く
把
握
す
る
こ
と
や
近
づ
く
こ
と
が
困
難

な
場
所
の
確
認
な
ど
、
主
に
災
害
調
査
に
活
用

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
令
和
元
年
東
日
本
台

風
の
際
に
は
、
粟
野
地
区
に
お
い
て
被
害
状
況

の
確
認
や
、
災
害
復
旧
事
業
採
択
の
た
め
、
上

空
か
ら
の
撮
影
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
消

防
本
部
で
は
、
火
災
や
捜
索
救
助
な
ど
、
上
空

か
ら
の
状
況
把
握
が
有
効
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
消
防
活
動
用
の
ド
ロ
ー
ン

は
、
運
用
面
に
課
題
が
あ
る
た
め
、
導
入
は
し

て
い
ま
せ
ん
。
今
後
も
他
市
の
活
用
実
績
な
ど

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
老
後
の
生
活
費
に
つ
い
て

○
花
木
セ
ン
タ
ー
「
道
の
駅
」
化
に
つ
い
て

○
公
設
地
方
卸
売
市
場
に
つ
い
て

宇 賀神　敏 議員

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

市
に
ド
ロ
ー
ン
が
導
入
さ
れ
た
場
合
、
市
民

の
生
命
や
財
産
を
守
る
こ
と
な
ど
、
様
々
な
場

面
で
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

主
に
総
合
政
策
部
、
経
済
部
、
都
市
建
設
部
、

消
防
本
部
な
ど
、
ド
ロ
ー
ン
の
利
用
の
方
法
に

つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁
（
危
機
管
理
監
）
─
─
─
─
─
─
─

経
済
部
で
２
機
、
総
合
政
策
部
で
１
機

の
計
３
機
の
ド
ロ
ー
ン
を
保
有
し
て
い

ま
す
。

　

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
つ
い
て
、
現
在
、
本
市

で
は
、
経
済
部
で
２
機
、
総
合
政
策
部
で
１
機

の
計
３
機
の
ド
ロ
ー
ン
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

経
済
部
で
は
、
観
光
分
野
に
お
け
る
観
光
素
材

は
、
罰
則
の
適
用
に
は
長
期
化
が
見
込
ま
れ
る

の
で
、
ま
ず
は
令
和
５
年
度
中
の
理
念
条
例
の

制
定
を
目
指
す
と
と
も
に
、
将
来
の
罰
金
化
を

視
野
に
入
れ
た
検
討
も
並
行
し
て
進
め
て
い
き

ま
す
。
今
後
の
体
制
は
、条
例
の
運
用
の
ほ
か
、

清
掃
や
啓
発
な
ど
の
地
域
と
の
協
働
事
業
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
協
賛
企
業
の
募
集
な
ど
、
各
事

業
を
庁
内
で
分
担
し
、
関
係
課
に
よ
る
情
報
の

共
有
化
を
図
り
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
全
庁
体

制
で
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
林
業
に
つ
い
て

○
荒
井
川
水
系
の
農
業
用
水
の
堰
に
つ
い
て

○
公
共
交
通
に
つ
い
て

大 貫　桂一 議員

大
芦
川
川
遊
び
対
策
に
つ
い
て
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

大
芦
川
の
川
遊
び
対
策
に
関
し
て
、
河
川
利

用
に
関
す
る
条
例
の
内
容
や
施
行
ま
で
の
進
め

方
と
、
今
後
の
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
お
示
し

く
だ
さ
い
。

答　
　
弁
（
総
合
政
策
部
長
）
─
─
─
─
─
─

条
例
の
運
用
の
ほ
か
、
清
掃
や
啓
発
な
ど

の
地
域
と
の
協
働
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
協
賛
企
業
の
募
集
な
ど
、
全
庁
体
制
で

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

河
川
利
用
に
関
す
る
条
例
の
内
容
に
つ
い

て
、
地
域
と
協
議
し
た
結
果
を
踏
ま
え
、
禁
止

す
る
迷
惑
行
為
と
地
域
を
定
め
る
こ
と
で
、
川

遊
び
客
の
マ
ナ
ー
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
施
行
ま
で
の
進
め
方
と
し
て

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら
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は
、
運
動
遊
び
の
重
要
性
に
関
す
る
普
及
・
啓

発
と
し
て
「
幼
児
期
の
運
動
遊
び
指
導
者
研
修

会
」
を
２
回
、「
親
子
で
運
動
遊
び
教
室
」
を

１
回
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
運
動
遊
び
を
経

験
で
き
る
環
境
の
充
実
と
し
て
「
運
動
遊
び
体

験
指
導
者
派
遣
事
業
」
を
行
い
、
指
導
者
を
保

育
園
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
に
派
遣
し
ま

し
た
。
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
来
年
度

以
降
も
県
と
連
携
し
、
運
動
遊
び
の
重
要
性
に

関
す
る
普
及
・
啓
発
及
び
運
動
遊
び
の
提
供
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
令
和
６
年
度
以
降
も
継

続
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
そ
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
上
水
道
の
加
入
促
進
に
つ
い
て

○
旧
楡
木
街
道
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

谷 中　恵子 議員

運
動
習
慣
の
形
成
と
体
力
向
上
に
つ
い
て
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

小
中
学
生
の
体
力
が
低
下
し
て
い
る
と
言
わ

れ
る
中
、
幼
児
期
か
ら
の
運
動
習
慣
を
身
に
着

け
る
こ
と
は
、
児
童
生
徒
の
体
力
向
上
、
成
人

後
や
高
齢
期
の
健
康
保
持
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
と
思
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
、

実
績
、
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

答　
　
弁（
教
育
次
長
）─
─
─
─
─
─
─
─
─

「
子
ど
も
の
運
動
遊
び
の
重
要
性
に
関
す
る

普
及
・
啓
発
」
及
び
「
運
動
遊
び
を
経
験

で
き
る
環
境
の
充
実
」
を
行
う
も
の
で
す
。

　

運
動
習
慣
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
容
は
、「
子

ど
も
の
運
動
遊
び
の
重
要
性
に
関
す
る
普
及
・

啓
発
」
及
び
「
運
動
遊
び
を
経
験
で
き
る
環
境

の
充
実
」
を
行
う
も
の
で
す
。
今
年
度
の
実
績

動
画
や
「
ジ
ブ
ン
ス
タ
イ
ル
か
ぬ
ま
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
、
女
性
職
員
が
中
心
と
な
り
制
作

し
た
も
の
で
、
多
く
の
方
々
か
ら
好
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や

移
住
・
定
住
施
策
に
お
い
て
は
、
女
性
の
目
線

か
ら
真
に
必
要
な
も
の
を
見
極
め
て
、
施
策
に

反
映
を
し
て
い
き
ま
す
。
女
性
に
よ
る
企
画
推

進
体
制
に
つ
い
て
、
女
性
の
感
度
の
高
い
発
信

力
を
生
か
せ
る
よ
う
、
女
性
職
員
に
よ
る
「
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
」
の
検
討
や
、
魅
力
発

信
特
派
員
「
シ
カ
ノ
ツ
ノ
タ
チ
」
の
女
性
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
ウ
ェ
ブ
レ
ポ
ー
ト
な
ど
、
幅
広
い

女
性
の
視
点
を
活
用
し
て
、
よ
り
一
層
の
体
制

強
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の
開
催
に
つ
い
て

○�

中
心
市
街
地
の
主
な
施
設
の
利
活
用
に
つ
い

て

藤 田　義昭 議員

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

移
住
定
住
政
策
で
は
女
性
が
住
み
や
す
い
地

域
で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
と
各
研
究
機
関

等
の
調
査
報
告
が
あ
り
ま
す
。
市
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
や
移
住
定
住
政
策
に
お
い
て
、
女
性
の

意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
女
性
に
よ

る
企
画
推
進
体
制
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

答　
　
弁（
総
合
政
策
部
長
）─
─
─
─
─
─
─

幅
広
い
女
性
の
視
点
を
活
用
し
て
、
よ

り
一
層
の
体
制
強
化
を
図
り
た
い
。

　

女
性
の
意
見
の
反
映
に
つ
い
て
、
施
策
の
形

成
過
程
に
お
い
て
も
、
具
体
的
な
事
業
を
検
討

す
る
庁
内
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
お
い

て
広
く
職
員
の
意
見
を
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
昨
年
度
制
作
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

女
性
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
に
つ
い
て
伺
う

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら
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市政を　 う問

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
給
食
費
の
８
％
相
当
分

を
当
初
予
算
に
計
上
し
ま
し
た
の
で
、
引
き
続

き
、
値
上
げ
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
学
校
給
食
の

無
償
化
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の

保
護
者
か
ら
徴
収
す
る
学
校
給
食
費
は
、
月
額

で
小
学
校
が
４
千
500
円
、
中
学
校
が
５
千
400

円
で
あ
り
、
令
和
５
年
度
予
算
で
は
、
総
額
で

３
億
５
千
935
万
７
千
円
を
見
込
み
、
全
て
給
食

材
料
費
に
充
当
し
て
い
ま
す
。
学
校
給
食
の
無

償
化
に
つ
い
て
は
継
続
的
な
財
源
の
確
保
が
課

題
で
あ
り
、
本
市
単
独
で
の
実
施
は
困
難
と
考

え
て
い
ま
す
。
学
校
給
食
、
義
務
教
育
に
も
か

か
わ
る
こ
と
な
の
で
、
国
や
県
の
費
用
負
担
を

求
め
る
要
望
等
に
つ
い
て
は
、
県
内
の
自
治
体

等
と
連
携
し
、
問
題
提
起
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
議
案
第
22
号 

鹿
沼
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
議
案
第
23
号 

鹿
沼
市
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

○
災
害
時
に
お
け
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

阿 部　秀実 議員

学
校
給
食
に
つ
い
て
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

物
価
高
騰
が
続
く
中
、
今
後
も
給
食
費
の
家

庭
負
担
分
が
増
え
な
い
よ
う
に
す
る
べ
き
。
ま

た
、
義
務
教
育
で
は
学
校
給
食
費
も
無
償
化
に

す
る
べ
き
。
市
の
予
算
だ
け
で
は
な
く
、
国
や

県
に
給
食
費
の
財
源
負
担
を
求
め
る
な
ど
検
討

し
て
い
く
べ
き
と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

答　
　
弁（
市
長
）─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

継
続
的
な
財
源
の
確
保
が
課
題
で
あ
り
、

本
市
単
独
で
の
実
施
は
困
難
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

学
校
給
食
費
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度
は
、

国
の
臨
時
交
付
金
の
活
用
や
献
立
の
工
夫
に
よ

り
、
各
家
庭
の
負
担
を
増
や
す
こ
と
な
く
対
応

し
て
き
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
に
お
い
て
も
、

度
は
見
込
み
に
な
り
ま
す
が
、
予
算
額
は

５
千
614
万
６
千
円
、
申
請
件
数
89
件
、
実
績
額

は
５
千
603
万
８
千
円
で
す
。
単
独
処
理
浄
化
槽

の
市
と
し
て
把
握
し
て
い
る
件
数
は
、
令
和
４

年
３
月
31
日
時
点
で
３
千
306
基
で
す
。
受
付
が

７
月
頃
に
終
了
し
て
し
ま
っ
た
要
因
は
、
令
和

２
年
度
か
ら
国
庫
補
助
制
度
が
変
更
に
な
り
、

宅
内
配
管
工
事
に
対
す
る
補
助
が
追
加
さ
れ
、

個
人
負
担
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
希
望

者
が
増
加
し
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
令
和

５
年
度
か
ら
抽
選
受
付
に
す
る
理
由
は
、
令
和

２
年
度
以
降
、
年
々
、
予
算
限
度
額
に
達
す
る

ま
で
の
時
期
が
早
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
補

助
金
申
請
の
機
会
均
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
既
に
抽
選
を
行
っ
て
い
る
他
市
の
状
況
を

参
考
に
、抽
選
受
付
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
都
市
基
盤
に
つ
い
て

○
森
林
・
鹿
沼
木
材
の
活
用
に
つ
い
て

津 久井健吉 議員

補
助
金
に
つ
い
て
伺
う質　

　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

浄
化
槽
設
置
補
助
金
に
つ
い
て
、
令
和
３
年

度
と
令
和
４
年
度
の
予
算
と
実
績
、
単
独
浄
化

槽
の
件
数
を
伺
う
。
ま
た
、
令
和
３
年
度
・
令

和
４
年
度
の
受
付
が
７
月
頃
に
終
了
し
て
し

ま
っ
た
要
因
と
、
な
ぜ
令
和
５
年
度
か
ら
抽
選

受
付
に
す
る
か
を
伺
う
。

答　
　
弁（
上
下
水
道
部
長
）─
─
─
─
─
─
─

補
助
金
申
請
の
機
会
均
等
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
抽
選
受
付
と
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

浄
化
槽
設
置
費
補
助
金
の
予
算
と
実
績

に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度
の
予
算
額
は

５
千
509
万
８
千
円
、
申
請
件
数
は
83
件
、
実

績
額
が
４
千
799
万
５
千
円
で
す
。
令
和
４
年

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら
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し
い
働
き
方
に
も
対
応
で
き
る
場
所
を
設
け
ま

し
た
が
、
古
い
時
代
の
雰
囲
気
を
味
わ
い
な
が

ら
最
先
端
の
働
き
方
や
会
議
が
で
き
る
場
所
と

し
て
特
色
を
出
し
た
整
備
と
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
歴
史
文
化
が
感
じ
ら
れ
る
空
間
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
人
目
に
触

れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
慶
雲
郷
の
南
建
屋
部

分
を
貸
し
出
し
施
設
と
し
て
開
放
し
ま
す
。
今

後
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
従
来
同
様
に
茶
道

や
作
品
展
示
、
お
ひ
な
様
め
ぐ
り
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
や
、
映
画
や
ド
ラ
マ
な
ど
の
撮
影
に
利
用

す
る
ほ
か
、
今
後
は
ウ
ェ
ブ
会
議
な
ど
の
機
能

を
持
っ
た
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の

利
用
も
可
能
と
な
る
多
目
的
施
設
と
し
て
運
用

し
、
そ
の
情
報
を
域
外
に
も
発
信
し
て
い
き
ま

す
。

加 藤美智子 議員

市
民
の
た
め
の
憩
い
の
施
設
に
つ
い
て
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

市
民
の
た
め
の
憩
い
の
施
設
に
つ
い
て
、
屋

台
の
ま
ち
中
央
公
園
内
施
設
、
掬き

く

翠す
い

園え
ん

内
施
設

の
慶け

い

雲う
ん

郷き
ょ
うに
つ
い
て
、
今
後
の
利
活
用
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答　
　
弁（
経
済
部
長
）─
─
─
─
─
─
─
─
─

今
後
は
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
の
利
用
も
可
能
と
な
る
多
目
的
施
設
と

し
て
運
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

掬
翠
園
は
鹿
沼
三
名
園
と
呼
ば
れ
た
庭
園
の

う
ち
、
現
存
す
る
最
後
の
庭
園
で
す
。
園
内
の

慶
雲
郷
と
観か

ん

濤と
う

居き
ょ

は
文
化
財
指
定
こ
そ
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
古
い
時
代
の
雰
囲
気
を
残
し
た

施
設
で
す
。
今
回
、
コ
ロ
ナ
禍
で
普
及
し
て
き

た
テ
レ
ワ
ー
ク
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
と
い
っ
た
新

費
の
削
減
等
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。「
文
化

活
動
交
流
館
の
石
蔵
を
利
用
し
た
物
産
等
の
販

売
」
に
つ
い
て
、
提
案
者
は
株
式
会
社
ア
ー
リ

ス
で
、
契
約
期
間
は
令
和
４
年
12
月
15
日
か
ら

令
和
15
年
３
月
31
日
ま
で
、
賃
貸
料
は
、
本
来

の
年
額
91
万
１
千
65
円
に
対
し
、
長
年
の
懸
案

で
あ
っ
た
石
蔵
を
安
全
に
利
用
す
る
た
め
に
提

案
事
業
者
が
負
担
す
る
費
用
な
ど
を
勘
案
し
、

申
し
出
の
と
お
り
全
額
を
免
除
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
契
約
期
間
満
了
後
は
、
契

約
更
新
も
含
め
、
業
績
を
踏
ま
え
賃
貸
料
を
決

定
し
ま
す
。
概
算
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
市
は

事
業
費
を
負
担
し
て
い
ま
せ
ん
。
議
員
が
出
席

し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
プ
レ
ゼ
ン
の
際
に

出
席
し
て
い
ま
し
た
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
令
和
５
年
度
予
算
に
つ
い
て

○
ふ
る
さ
と
納
税
と
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

に
つ
い
て

○
鹿
沼
市
公
共
施
設
等
民
間
提
案
制
度
を
導
入

し
た
文
化
活
動
交
流
館
敷
地
内
「
石
蔵
」
の

利
活
用
に
つ
い
て

○
新
庁
舎
整
備
事
業
に
つ
い
て

○
旧
粟
野
中
学
校
改
修
工
事
の
予
定
内
容
と
利

活
用
、
及
び
年
間
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

鰕 原　一男 議員

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
「
文
化
活
動
交
流
館
の
石
蔵
を
利
用
し
た
物

産
等
の
販
売
」
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
提
案

の
採
用
・
不
採
用
を
決
定
す
る
評
価
委
員
会（
委

員
長
福
田
義
一
副
市
長
）
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
、

事
業
者
の
役
員
で
あ
る
市
会
議
員
が
出
席
し
て

い
た
等
、
提
案
制
度
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁（
行
政
経
営
部
長
）─
─
─
─
─
─
─

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
地
域
課
題
の

解
決
、
施
設
維
持
管
理
費
の
削
減
等
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
公
共
施
設
等
民
間
提
案
制
度
」
は
、
公
共

施
設
の
あ
り
方
や
利
活
用
に
つ
い
て
、
民
間
事

業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
地
域
課
題
の
解
決
、
施
設
維
持
管
理

公
共
施
設
等
民
間
提
案
制
度
に
つ
い
て
伺
う

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
市
民
の
た
め
の
健
康
施
設
に
つ
い
て

○
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
に
つ
い
て

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら

事業化までの流れ
（市HPから一部抜粋）

おひな様めぐり（掬翠園）
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市政を　 う問

園
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
現
在
、
本
市
の
都

市
公
園
は
お
お
む
ね
整
備
が
完
了
し
て
い
ま

す
。
第
８
次
総
合
計
画
に
お
い
て
も
、「
計
画

的
に
施
設
の
更
新
や
修
繕
工
事
等
を
実
施
し
、

安
心
・
安
全
、
快
適
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
公
園
を

創
出
す
る
」
と
し
て
お
り
、
新
た
に
都
市
公
園

を
整
備
す
る
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
、

公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
改
築
・

更
新
を
進
め
、
既
存
の
都
市
公
園
の
利
用
促
進

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
他
自

治
体
の
施
策
の
調
査
研
究
に
つ
い
て
は
、
随
時

調
査
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も

有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

現
行
事
業
の
検
証
や
現
状
の
分
析
を
行
い
、
新

た
な
制
度
の
実
現
に
向
け
、
政
策
決
定
の
場
に

提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
税
金
の
使
い
道
に
つ
い
て

○
議
会
の
位
置
付
け
に
つ
い
て

増 渕　靖弘 議員

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

子
育
て
し
や
す
い
環
境
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
と
考
え
て
い
る
の
か
。
保
育
園
の
数
・
待
機

児
童
の
数
・
小
児
科
の
数
を
示
せ
。
子
供
が
安

心
し
て
遊
べ
る
大
き
な
公
園
の
整
備
計
画
が
あ

る
か
伺
う
。
他
の
自
治
体
の
施
策
を
調
査
研
究

し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　
　
弁（
こ
ど
も
未
来
部
長
）─
─
─
─
─
─

随
時
調
査
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
本
市

で
も
有
効
だ
と
思
わ
れ
る
事
業
は
、
政

策
決
定
の
場
に
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
４
月
１
日
時
点
に
お
い
て
、
本
市

に
お
け
る
保
育
園
数
は
32
園
で
あ
り
、
待
機
児

童
数
は
０
人
、
小
児
科
は
20
カ
所
開
設
さ
れ
て

い
ま
す
。
子
供
が
安
心
し
て
遊
べ
る
大
き
な
公

り
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。議
会
で
答
弁
し
た「
課

題
の
整
理
」
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
で
は
、

令
和
５
年
１
月
23
日
付
の
通
達
で
「
保
育
所
等

に
お
い
て
使
用
済
み
お
む
つ
の
処
分
を
行
う
こ

と
を
推
奨
す
る
」
と
し
ま
し
た
。
保
育
園
か
ら

排
出
さ
れ
る
使
用
済
み
紙
お
む
つ
は
、
令
和
４

年
７
月
か
ら
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
事
業

系
一
般
廃
棄
物
と
し
て
受
け
入
れ
す
る
こ
と
と

な
り
、
処
分
に
係
る
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。
本
市
公
立
保
育
園
に
お
い
て
は
、
衛

生
管
理
、処
分
費
用
等
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

保
管
方
法
を
含
め
た
廃
棄
手
順
を
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
保
護
者
へ
の
周
知
や
理
解

を
図
り
な
が
ら
、
令
和
５
年
度
中
に
は
保
育
園

で
の
回
収
、
処
分
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
農
業
委
員
会
改
革
に
つ
い
て

○
災
害
時
の
飲
料
水
の
確
保
に
つ
い
て

○
移
住
定
住
促
進
策
に
つ
い
て

子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

保
育
園
の
使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
、
市
内
保
育
園
で
は
ど
の
よ
う
に
取

り
扱
っ
て
い
る
か
伺
う
。
ま
た
、
保
育
園
で
処

分
す
る
こ
と
を
要
望
し
た
一
般
質
問
に
対
し
、

「
課
題
を
整
理
し
た
い
」
旨
の
答
弁
が
あ
っ
た

が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　
　
弁（
こ
ど
も
未
来
部
長
）─
─
─
─
─
─

令
和
５
年
度
中
に
は
保
育
園
で
の
回
収
、

処
分
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
、
市
内
の
民
間
保
育
園
14
園
の
う
ち
12
園
が

保
護
者
の
持
ち
帰
り
、
残
り
の
２
園
が
保
育
園

で
回
収
し
て
処
分
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公

立
保
育
園
７
園
で
は
、
全
て
の
園
で
お
持
ち
帰

梶 原　隆  議員

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら

鹿沼市と㈱ジチタイアド（福岡市）で
作成している子育て応援ブック
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験
を
も
と
に
、
防
災
拠
点
と
し
て
確
実
に
機
能

す
る
よ
う
、
災
害
対
策
本
部
内
に
会
議
や
作
業

の
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
、
運
営
の
た
め
に
必
要

な
機
器
を
導
入
し
ま
す
。
ソ
フ
ト
面
の
強
化
策

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
手
作
業
で
行
っ
て
い
た
情

報
の
集
約
作
業
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
な
ど
、「
災

害
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
り
市
内
部
で
の

情
報
共
有
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、「
防

災
情
報
支
援
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
り
、
６
時
間
先

ま
で
の
土
砂
災
害
危
険
度
の
監
視
や
浸
水
害
危

険
度
の
予
測
監
視
を
行
い
、
安
全
な
時
間
帯
で

の
事
前
避
難
を
促
す
な
ど
、
適
切
な
避
難
情
報

の
発
信
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
導
入
し
た
シ

ス
テ
ム
等
を
的
確
に
運
用
す
る
こ
と
で
、
危
機

管
理
能
力
の
さ
ら
な
る
強
化
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大 貫　毅 議員

令
和
５
年
度
鹿
沼
市
施
政
方
針
に
つ
い
て
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

新
庁
舎
に
お
け
る
災
害
対
策
本
部
の
整
備

や
、
新
た
な
災
害
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
等
の
設

置
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
　
弁（
危
機
管
理
監
）─
─
─
─
─
─
─
─

防
災
拠
点
と
し
て
確
実
に
機
能
す
る
よ

う
、
運
営
の
た
め
に
必
要
な
機
器
を
導
入

し
ま
す
。

　

新
庁
舎
に
整
備
さ
れ
る
災
害
対
策
本
部
に
つ

い
て
、
災
害
時
に
は
、
多
く
の
通
報
の
中
か
ら

重
要
な
情
報
を
収
集
・
分
析
・
一
元
管
理
し
た

上
で
、
各
種
対
応
や
対
策
を
、
迅
速
か
つ
的
確

に
意
思
決
定
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新

庁
舎
整
備
に
当
っ
て
は
、平
成
27
年
９
月
関
東
・

東
北
豪
雨
や
令
和
元
年
東
日
本
台
風
な
ど
の
経

減
」、「
未
使
用
エ
リ
ア
の
電
気
の
消
灯
」、「
職

員
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
使
用
の
抑
制
」、「
ノ
ー
残

業
デ
ー
の
実
施
」
で
す
。
ま
た
、新
庁
舎
で
は
、

中
央
監
視
装
置
で
空
調
や
電
力
の
使
用
状
況
を

把
握
・
分
析
す
る
こ
と
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
余

地
の
発
見
や
適
切
な
運
用
が
可
能
と
な
っ
て
お

り
、
現
在
、
空
調
の
適
正
温
度
の
範
囲
内
に
お

い
て
設
定
温
度
を
下
げ
る
こ
と
で
、
使
用
電
力

量
の
約
20
％
を
削
減
す
る
効
果
が
得
ら
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
安
価
で
安
定
し
た
電
気
供

給
を
可
能
と
す
る
事
業
者
の
選
定
、
提
案
を
行

う「
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
事
業
」

を
公
共
施
設
67
施
設
に
導
入
し
、
令
和
４
年
度

に
は
、
こ
れ
ま
で
で
４
千
931
万
１
千
150
円
の
電

気
料
が
削
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
令
和
５
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
に
つ
い
て

○
新
庁
舎
整
備
に
つ
い
て

○
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
に
つ
い
て

市 田　登 議員

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

光
熱
水
費
の
高
騰
が
続
い
て
い
る
中
、
特
に

電
気
料
金
の
高
騰
に
よ
り
鹿
沼
市
の
財
政
も
厳

し
い
と
思
う
が
、
公
共
施
設
に
お
け
る
節
電
対

策
の
状
況
を
伺
う
。

答　
　
弁（
行
政
経
営
部
長
）─
─
─
─
─
─
─

電
気
使
用
量
を
対
前
年
度
比
で
10
％
削

減
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
５
つ
の
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

節
電
対
策
の
状
況
に
つ
い
て
、
現
在
、
全
て

の
公
共
施
設
に
お
い
て
、
電
気
使
用
量
を
対
前

年
度
比
で
10
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
５

つ
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、「
暖
房
設
定
温
度
を
１
℃
下
げ
る
」、「
コ

ン
セ
ン
ト
を
抜
く
こ
と
に
よ
る
待
機
電
力
の
削

公
共
施
設
に
お
け
る
節
電
対
策
に
つ
い
て
伺
う

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
市
営
住
宅
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

○
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部
の
設
置
に
つ
い
て

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら
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市政を　 う問

分
館
に
お
い
て
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
結

果
を
参
考
に
、
平
成
25
年
度
か
ら
１
時
間
延
長

す
る
と
と
も
に
、
令
和
元
年
夏
に
は
、
本
館
２

階
読
書
室
兼
展
示
室
に
お
い
て
通
常
よ
り
30
分

早
い
開
放
を
試
み
ま
し
た
が
、
利
用
は
限
定
的

で
し
た
。
ま
た
、
近
年
、
電
力
価
格
等
の
高
騰

に
よ
り
、
施
設
管
理
経
費
の
影
響
が
多
大
で
す

の
で
、
現
在
の
開
館
時
間
を
維
持
し
て
い
き
ま

す
。
座
席
数
の
増
設
に
つ
い
て
、
現
在
利
用
で

き
る
各
館
内
の
座
席
数
は
、
本
館
94
席
、
粟
野

館
16
席
、東
分
館
17
席
で
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、

満
席
に
な
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
こ

れ
ま
で
の
学
習
環
境
の
工
夫
や
配
置
変
更
な
ど

に
よ
り
、
座
席
数
は
利
用
数
を
満
た
し
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

機
能
が
あ
り
、
手
軽
に
利
用
で
き
る
の
で
、
積

極
的
に
周
知
を
行
い
ア
プ
リ
の
普
及
に
努
め
て

い
き
ま
す
。
令
和
４
年
度
か
ら
フ
ー
ド
ロ
ス
削

減
の
対
策
と
し
て
試
験
的
に
運
用
し
て
い
る
、

フ
ー
ド
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス「
タ
ベ
ス
ケ
」

に
つ
い
て
、
実
証
実
験
の
実
績
で
は
、
協
力
事

業
者
が
18
事
業
所
、
消
費
者
登
録
739
人
、
出
品

数
49
件
で
、
取
引
成
立
数
は
24
件
、
計
120
キ
ロ

グ
ラ
ム
の
フ
ー
ド
ロ
ス
を
削
減
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
登
録
商
品
の
増
加
、
消

費
者
が
「
買
い
た
い
と
思
う
商
品
」
の
充
実
が

挙
げ
ら
れ
、
協
力
事
業
者
と
消
費
者
の
登
録
数

を
と
も
に
増
や
す
こ
と
で
裾
野
を
広
げ
、
取
引

量
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
公
用
車
の
事
故
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
い
て

○
Ｊ
Ｒ
鹿
沼
駅
の
駐
輪
場
の
環
境
悪
化
に
つ
い
て

○
『「
住
み
た
い
田
舎
」
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
』

に
つ
い
て

❖
そ
の
他
の
質
問
事
項

○
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

○
掬
翠
園
の
利
活
用
に
つ
い
て

○
公
共
施
設
へ
の
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
に
つ
い
て

佐石 藤　誠 議員川さやか 議員

ご
み
の
削
減
に
つ
い
て
伺
う

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

市
内
３
館
の
閉
館
日
を
ず
ら
し
開
館
時
間
を

拡
大
し
座
席
を
増
設
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

誰
も
が
い
つ
で
も
気
軽
に
集
い
利
用
で
き
る
魅

力
的
で
快
適
な
「
居
場
所
」
と
し
て
図
書
館
を

実
現
す
れ
ば
、
高
騰
す
る
家
庭
の
電
気
代
や
燃

料
代
の
節
約
に
も
資
す
る
と
考
え
る
。

答　
　
弁（
教
育
次
長
）─
─
─
─
─
─
─
─
─

休
館
日
を
別
の
曜
日
に
設
け
る
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

閉
館
日
を
ず
ら
す
こ
と
に
つ
い
て
、
指
定
管

理
者
導
入
に
向
け
て
、「
本
館
と
東
分
館
の
休

館
日
」
ま
た
は
「
３
館
の
休
館
日
」
を
別
の
曜

日
に
設
け
る
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
開
館
時

間
の
拡
大
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
本
館
及
び
東

質　
　
問
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　

令
和
５
年
度
に
導
入
予
定
の
ご
み
分
別
ア 

プ
リ
「
さ
ん
あ
～
る
」
と
、
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減

対
策
の
専
用
サ
イ
ト
「
タ
ベ
ス
ケ
」
の
詳
細
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
　
弁（
環
境
部
長
）─
─
─
─
─
─
─
─
─

手
軽
に
利
用
で
き
る
の
で
、
積
極
的
に

周
知
を
行
い
普
及
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ご
み
分
別
ア
プ
リ
「
さ
ん
あ
〜
る
」
に
つ
い

て
は
、「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
プ
ッ
シ
ュ
通
知

機
能
を
利
用
し
た
、
ご
み
の
収
集
日
や
天
候
に

よ
る
収
集
の
遅
れ
な
ど
の
情
報
の
自
動
配
信
」、

「
ご
み
の
収
集
漏
れ
や
道
路
上
の
動
物
の
死
体

等
の
情
報
を
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
位
置
情
報
と
写
真
で

市
に
通
報
で
き
る
」
な
ど
、
ほ
か
に
も
様
々
な

一般質問の
動画はこちら

一般質問の
動画はこちら

「タベスケ」はこちら　　　　「さんあ～る」はこちら
（市ホームページ）

図
書
館
の
魅
力
向
上
に
つ
い
て
伺
う
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市長提出議案36件、議員案６件が提出されました。また、陳情４件を審査しました。
議員数23名、表決参加議員数は22名。（※議長は表決には加わりません。）

議員の賛否を公表
令和５年第１回定例会

賛否の分かれた議案等

令
和
５
年
度
当
初
予
算

議案１　令和５年度鹿沼市一般会計予算について
　予算は、417億4,000万円、対前年度比1.3パーセント増で、子どもへの投資など未来につながるまちづくりを重点的に推
進する“未来投資型予算”としており、全ての子どもが安心して成長できるまちづくり、時代の要請に応えるＤＸの推進、地域
防災体制の強化を図る防災機能の充実、水源地域振興拠点施設の整備、ヤオハンいちごパーク陸上競技場全天候化、ＪＲ
鹿沼駅周辺地域の整備、花木センター「道の駅」化の推進などに重点的に取り組むほか、新規事業として、市制75周年記
念事業、健診事業の拡充等による健康福祉施策の充実、小中学校適正配置等の推進、図書館本館の空調改修工事、
水道未普及地域への支援、第３浄水場取水井地質調査などに係る経費を計上し、教育、福祉の充実や都市基盤の整備
促進を図るものです。

賛
成

【経世会】 	鈴木紹平・大貫桂一・石川さやか・
	 舘野裕昭・小島　実

【政新クラブ】 藤田義昭・加藤美智子
【公明党】 梶原　隆・鈴木敏雄
【親悠会】 市田　登・谷中恵子・横尾武男・関口正一
【自由民主党】 	宇賀神敏・津久井健吉・増渕靖弘
【自民党希望】 	橋本　修
【日本共産党】 	阿部秀実
【立憲民主党】 	大貫　毅

棄
権【自民党希望】 鈴木　毅・佐藤　誠・鰕原一男

3/20可決
賛成	19

名

棄権	 3
名

3/20可決
賛成	15

名

反対	 7
名

条
例
の
一
部
改
正

議案18　鹿沼市部設置条例の一部改正について
　部と同じ階層の組織として、秘書室を位置付けるためのものです。

賛
成

【経世会】	鈴木紹平・大貫桂一・石川さやか・
	 舘野裕昭・小島　実

【政新クラブ】 藤田義昭・加藤美智子
【公明党】 梶原　隆・鈴木敏雄
【親悠会】 市田　登・谷中恵子・横尾武男・関口正一
【日本共産党】 	阿部秀実
【立憲民主党】 	大貫　毅

反
対

【自由民主党】 	宇賀神敏・津久井健吉・増渕靖弘
【自民党希望】 	橋本　修・鈴木　毅・佐藤　誠・
	 鰕原一男

討　論 　※この議案について、討論が行われました。

反対討論   佐藤　誠　議員

　今回の議案では「秘書室」を新たに設置して部と同格の組織とするというが、そもそも県内他市でこのような事例はなく、こ
のような目先の組織改変をしても本市の本質的な成長や発展、市民生活の向上に寄与する期待は持てず、組織の設置あり
きで何ら効果的な組織の運営の見込みや議会対応についても説明が不十分であった。現在でも秘書課の長は秘書課長と
いう課長の肩書きでありながら、部長と同等の給与を支給していることなどを考えると、単にポストを増やすためだけの条例案
と見られはしないだろうか。

反対討論   鰕原一男　議員

　総務常任委員長への質疑を通して、議案を採択することに次の様な疑問が生じてきた。市長・副市長の権限がさらに拡
大し独善に陥る危険性がないのか。県内の他市に見られない行政組織機構を構築する目的は何なのか。市民に有益性があ
るのか。等、慎重な審議が必要であり、継続審査を要求し議案第18号の採択に反対する。
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賛
成

【経世会】 	鈴木紹平・大貫桂一・石川さやか・舘野裕昭・
	 小島　実

【政新クラブ】 藤田義昭
【公明党】 梶原　隆・鈴木敏雄
【親悠会】 市田　登・谷中恵子・横尾武男・関口正一
【自由民主党】	宇賀神敏・津久井健吉・増渕靖弘
【自民党希望】 	橋本　修・鈴木　毅・佐藤　誠・鰕原一男
【日本共産党】 	阿部秀実

棄
権【立憲民主党】 大貫　毅

討　論 　※この陳情について、討論が行われました。

賛成討論   増渕靖弘　議員

　陳情第1号について、教育福祉常任委員会の決定について賛成の立場から討論する。教育福祉常任委員会の審査を傍
聴したが、委員も陳情者も、この件について詳細な説明をし、その中で2時間にも及ぶ議論をした。民主主義として健全な、
自分たちの私情に流されることなく賢明な判断で審査をし、委員長の審査報告では「賛成多数で採択すべきものと決した」と
報告された。この判断を決定した教育福祉常任委員会の皆さんの重い決断に敬意を表するとともに、健全な議会運営がなさ
れたことに対して議員各位のご理解をお願いして、賛成討論とする。

　陳情１の討論は次のページへ続きます。

議
員
案

陳
情

陳情１　ひまわり食堂への助成金返還を求める陳情
　助成金を返還するよう求めることを求めるものです。

3/20否決
賛成	 9

名

反対	13
名

議員案１　増税によらない防衛費確保と自衛隊員の処遇改善を求める意見書の提出について

佐藤　誠　　議員　（提出者：鈴木　毅　議員、佐藤　誠　議員）

賛
成

【公明党】 梶原　隆・鈴木敏雄
【自由民主党】 	宇賀神敏・津久井健吉・
	 増渕靖弘

【自民党希望】 	橋本　修・鈴木　毅・
	 佐藤　誠・鰕原一男

反
対

【経世会】 鈴木紹平・大貫桂一・石川さやか・舘野裕昭・小島　実
【政新クラブ】 藤田義昭・加藤美智子
【親悠会】 	市田　登・谷中恵子・
	 横尾武男・関口正一

【日本共産党】 	阿部秀実
【立憲民主党】 	大貫　毅

討　論

提案理由

　※この議案について、討論が行われました。

反対討論   阿部秀実　議員

　政府発表の防衛予算増額方針５年間で43兆円は、財源の具体策を示さず防衛費の増額ありき。議案は、こうした政府
の動きに対して、国債の発行や国債の償還ルールを見直すことを求め、軍事のための借金と、予算に計上する償還費を防
衛費に充当したりと国の借金の積み重ねを煽るようなもの。また、防衛費は、一時的な景気対策、感染症対策とは違い、恒
常的に支出する。日本が抱える重要課題は、子育てや脱炭素など防衛以外にも山積み。政府は、防衛偏重での予算配分
や「ＧＤＰ比２％」ありきこそ再考するべきで議案に反対する。

賛成討論   増渕靖弘　議員

　令和元年東日本台風は本市にも多大な被害をもたらし、被害復旧に際しては、安否確認や給水活動、校舎内の
土砂撤去など、自衛隊員に大変お世話になった。自衛隊員の処遇の現状を国民はもっと知るべきであり、防衛費
の確保の暁には、困難な仕事に就く自衛官のご家族、何よりも国を守る自衛官を厚く遇することが大切だと考え
ている。そして防衛費の確保は、最初から増税ありきではなく、景気を回復して、きちんと国民の生活を豊かに
する中から防衛費を捻出するということが本当の政治だと思っているので、賛同をお願いし、賛成討論とする。

　日本を取り巻く安全保障環境が緊迫している状況下で、防衛費を今後5年間で43兆円確保していくため、2027年度以降
不足するとされる財源を増税で賄うという政府の方針が示されているが、増税によらない防衛費確保のために、歳出の見直し
や政府保有資産の活用、国債の発行や国債償還ルールの見直しなどのあらゆる手段を検討し、何よりも景気回復による税
収増を最優先で追求することを政府に強く望む。また防衛費確保の暁には、自衛隊員の生活環境や処遇の改善を以てして
隊員の士気向上を図り、自衛隊の定員不足の解消も政府に対して要請する。

3/20採択
賛成	20

名

棄権	 1
名

除斥	 1
名

除
斥【政新クラブ】 加藤美智子



2023　　224号 （　　）12議会

【政新クラブ】 加藤美智子

【政新クラブ】 加藤美智子

全議員が賛成した議案等

人
事

議案31	� 鹿沼市固定資産評価審査委員会委員の選任について

固定資産評価審査委員会委員※敬称略

　鈴
すず

木
き

　健
けん

司
じ

（宇都宮市）

　固定資産評価審査委員会は、固定資産課税台帳に登録された価格に関する納税者の不服を構成、中立な立場で審査
決定するため、地方税法に基づき設置された第三者機関。委員は、鹿沼市の住民、市民税の納税義務者、または固定資
産の評価について学識経験を有する者の中から、議会の同意を得て市長が選任する。

2/21可決
全員が
賛　成

賛成討論   佐藤　誠　議員

　世の中の常識であれば市民活動を行う名目で補助金を受け取っておきながら、領収証を提出できない支出があったり、申
請内容通りの活動が継続できなくなったり、活動内容が当初の申請から逸脱してしまった際には、補助金を全額返還するべ
きである。にもかかわらず、今回は使途不明金を返還することもないばかりか、市役所が作成した「顛末書」に署名捺印する
だけで一切の責任を免れてしまい返還義務を負わないとする措置は一般の商慣行や常識に照らしても不当であり、議員の立
場を利用した極めて疑義のある行為であるといえる。

賛
成

【公明党】 梶原　隆・鈴木敏雄
【自由民主党】 宇賀神敏・津久井健吉・増渕靖弘
【自民党希望】 橋本　修・鈴木　毅・佐藤　誠・鰕原一男

賛
成

【経世会】	鈴木紹平・大貫桂一・石川さやか・舘野裕昭・
	 小島　実

【政新クラブ】 藤田義昭
【公明党】 梶原　隆・鈴木敏雄
【親悠会】 市田　登・谷中恵子・横尾武男・関口正一
【自由民主党】 宇賀神敏・津久井健吉・増渕靖弘
【自民党希望】 橋本　修・鈴木　毅・佐藤　誠・鰕原一男
【日本共産党】 阿部秀実

棄
権【立憲民主党】 大貫　毅

棄
権【立憲民主党】 大貫　毅

陳情２　鹿沼市社会福祉協議会への助成金誤送金原因究明と是正を求める陳情
　誤送金の原因究明等を求めるものです。

陳情３　�一般社団法人こども未来の文化活動交流館使用許可取り消しと「赤い羽根共同募金助成」の報告調
査を求める陳情

　文化活動交流館使用許可の取り消し等を求めるものです。

3/20不採択
賛成	

9名

反対	1
1名

棄権	
1名

除斥	
1名

除
斥

除
斥

反
対

【経世会】	鈴木紹平・大貫桂一・石川さやか・
	 舘野裕昭・小島　実

【政新クラブ】 藤田義昭
【親悠会】 市田　登・谷中恵子・横尾武男・関口正一
【日本共産党】 阿部秀実

陳
情

3/20採択
賛成	20

名

棄権	 1
名

除斥	 1
名

▶用語解説「国定資産評価審査委員会委員」
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令
和
５
年
度
当
初
予
算

市
道
路
線

条
例
の
一
部
改
正
、
制
定補

正
予
算

議案２	� 令和５年度鹿沼市国民健康保険特別会計予算に
ついて

	 　予算総額を94億5,600万円とするものです。
議案３	� 令和５年度鹿沼市公設地方卸売市場事業費特

別会計予算について
	 　予算総額を1,290万円とするものです。
議案４	� 令和５年度鹿沼市介護保険特別会計予算について
	 　予算総額を85億3,000万円とするものです。
議案５　�令和５年度鹿沼市後期高齢者医療特別会計予

算について
	 　予算総額を12億9,700万円とするものです。
議案６	� 令和５年度鹿沼市粕尾財産区特別会計予算につ

いて
	 　予算総額を19万9,000円とするものです。
議案７	� 令和５年度鹿沼市清洲財産区特別会計予算につ

いて
	 　予算総額を215万6,000円とするものです。
議案８	 令和５年度鹿沼市水道事業会計予算について
	 �　収益的収入の総額を16億8,687万4,000円、

収益的支出の総額を16億5,334万8,000円計
上し、資本的収入の総額を18億5,479万1,000
円、資本的支出の総額を27億483万7,000円計
上するものです。

議案９	 令和５年度鹿沼市下水道事業会計予算について
	 �　収益的収入の総額を27億3,114万9,000円、

収益的支出の総額を23億5,510万5,000円計上
し、資本的収入の総額を9億2,146万4,000円、
資本的支出の総額を18億7,277万7,000円計上
するものです。

議案10	� 令和４年度鹿沼市一般会計補正予算（第９号）に
ついて

	 �　歳入については、市税、地方交付税、国県支
出金等の増減額を計上し、歳出については、各事
業の実績等に基づくもののほか、行政経営事務
費、退職手当基金積立金、ごみ処理施設整備事
業費等の増減額を計上したもので、この補正額を
11億370万7,000円の増とし、予算総額を470
億2,449万7,000円とするものです。

議案11	� 令和４年度鹿沼市国民健康保険特別会計補正
予算（第２号）について

	 �　補正額を996万1,000円の減とし、予算総額を 
104億1,579万6,000円とするものです。

議案12	� 令和４年度鹿沼市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第２号）について

	 �　補正額を2,361万5,000円の減とし、予算総額
を12億3,489万9,000円とするものです。

議案13	 損害賠償の額の決定及び和解について
	 �　損害賠償の額203万2,328円を支払い、和解

するためのものです。
議案14	 工事請負契約の締結について
	 �　水源地域振興拠点施設新築工事の総合評価

落札方式による事後審査型条件付き一般競争入
札を去る１月11日に行い、その結果、増渕・神谷
特定建設工事共同企業体が13億7,170万円で
落札したので、本契約を締結するためのものです。

議案15	市道路線の認定について
	 �　千渡、玉田町及び緑町２丁目地内における開発

行為により新たに築造された道路を市道として認定
するためのものです。

議案16	 市道路線の廃止について
	 �　上石川地内における国道１２１号下石川工区の

整備に伴い、道路形態のなくなった市道を廃止す
るためのものです。

議案17	 市道路線の変更について
	 �　麻苧町及び西鹿沼町地内における小藪川西鹿

沼町工区の整備並びに下石川地内における国道
１２１号下石川工区の整備に伴い、関係する市道
の起点又は終点を変更するためのものです。

議案19	� 鹿沼市個人情報の保護に関する法律施行条例の
制定について

	 �　個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴
い、同法の施行に関し必要な事項を定めるための
ものです。

議案20	� 鹿沼市長等の給与の特例に関する条例の一部改
正について

	 �　本市の厳しい財政状況を考慮し、令和５年度に
おける市長、副市長及び教育長の給料月額につ
いて、それぞれ100分の５に相当する額を減額する
ことにより、当面の適切な財政運営に資するため
のものです。

議案21	 鹿沼市手数料条例の一部改正について
	 �　宅地造成等規制法の一部改正に伴い、引用す

る同法の題名を整理するとともに、低炭素建築物
新築等計画の認定申請単位のうち、共同住宅等
の廃止に伴い、その認定申請手数料を廃止するた
めのものです。

議案22	� 鹿沼市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例等の一部改正について

	 �　家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準等の一部改正に伴い、家庭的保育事業等におけ
る安全計画の策定、自動車を運行する場合の利用乳
幼児等の所在の確認等を義務付けるためのものです。

議案23	 鹿沼市ヤングケアラー支援条例の制定について
	 �　本市におけるヤングケアラー支援に関し、基本

理念及びヤングケアラーへの支援の基本となる事
項を定めることにより、必要な支援を総合的に推進
するためのものです。

そ
の
他

契
約
の
締
結

討　論 　※この議案について、討論が行われました。

賛成討論   阿部秀実　議員

　家族の介護・面倒など大人が担うようなケア責任を引き
受け、家族の世話全般を行っている子どもが、本来受ける
べき教育を受けられない、同世代との人間関係を満足に構
築できない、など問題となっている。県内小中高の児童生
徒への調査では１０人に１人を超え、国の調査より高い数字
である。いち早く、ヤングケアラーを支援していくための条例
を制定し、具体的に取り組むべき。これまで一般質問で求
めてきた条例制定であり、パブリックコメントやワーキンググ
ループなど政策形成の過程を経てきた。住民福祉の増進の
ためにも議案に賛成する。
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条
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陳
情

議
員
案

議案24	 鹿沼市保育所条例の一部改正について
	 �　令和５年３月をもって永野保育園を廃止するため

のものです。
議案25	� 鹿沼市自然環境等と再生可能エネルギー発電設

備の設置事業との調和に関する条例の一部改正
について

	 �　電気事業者による再生可能エネルギー電気の
調達に関する特別措置法及び宅地造成等規制法
の一部改正に伴い、引用する法律の題名、用語
及び条項を整理するためのものです。

議案26	 鹿沼市国民健康保険条例の一部改正について
	 �　国民健康保険法施行令の一部改正に伴い、出

産育児一時金の額を引き上げるためのものです。
議案27	 鹿沼市国民健康保険税条例の一部改正について
	 �　地方税法施行令の一部改正に伴い、国民健

康保険税の賦課限度額を引き上げるためのもので
す。

議案28	 鹿沼市都市公園条例の一部改正について
	 �　令和５年３月をもって児子沼公園及び台の原公

園のテニスコートを廃止するためのものです。
議案29	 かぬま屋台公園条例の一部改正について
	 �　掬翠園内の慶雲郷南建屋を一般の利用に供す

るとともに、慶雲郷を個人利用する場合の使用料
を定めるためのものです。

議案30	� 鹿沼市防災会議条例の一部を改正する等の条例
の制定について

	 �　水防協議会の所掌事務を防災会議に位置付け
ることにより、同協議会及び委員報酬を廃止する
ためのものです。

議案32	� 令和５年度鹿沼市一般会計補正予算（第１号）に
ついて

	 �　歳入については、国県支出金及び市債の増減額
を計上し、歳出については、予防接種費、校舎等
施設整備事業費等の増減額を計上したもので、こ
の補正額を4億2,114万7,000円の増とし、予算総
額を421億6,114万7,000円とするものです。

議案33	� 令和４年度鹿沼市一般会計補正予算（第１０号）
について

	 �　歳入については、国庫支出金及び市債の増額
を計上し、歳出については、校舎等施設整備事業
費及び予備費の増額を計上したもので、この補正
額を2億8,648万7,000円の増とし、予算総額を 
473億1,098万4,000円とするものです。

議案34	 鹿沼市印鑑条例の一部改正について
	 �　スマートフォンを活用することにより、印鑑登録証

明書のコンビニ交付を可能にするためのものです。

　

議案35	� 令和５年度鹿沼市一般会計補正予算（第２号）に
ついて

	 �　歳入については、国県支出金及び繰入金の減
額を計上し、歳出については、水源地域振興拠点
施設整備事業費の減額を計上したもので、この補
正額を13億9,759万4,000円の減とし、予算総額
を407億6,355万3,000円とするものです。

議案36	� 令和４年度鹿沼市一般会計補正予算（第11号）
について

	 �　歳入については、国県支出金、繰入金及び市
債の増額を計上し、歳出については、水源地域振
興拠点施設整備事業費の増額を計上したもので、
この補正額を13億9,759万4,000円の増とし、予
算総額を487億857万8,000円とするものです。

陳情11	� 栃木特別支援学校寄宿舎の存続に関する意見書
の提出を求める陳情書

	 �意見書を提出することを求めるものです。

議員案２	�鹿沼市議会の個人情報の保護に関する条例の
制定について

	 �　個人情報の保護に関する法律の一部改正に
伴い、同法の主旨に則った個人情報の取り扱い
を行うためのものです。

議員案３	市行政推進調査特別委員会の設置について
議員案４	予算特別委員会の設置について
	 特別委員会を設置するものです。
議員案５	鹿沼市議会委員会条例の一部改正について
	 �常任委員会の所管事務に「秘書室」を追加するも

のです。
議員案６	�「栃木特別支援学校寄宿舎の存続を求める」意

見書の提出について
	 �　地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を

提出するものです。

補
正
予
算

条
例　

討　論 　※この陳情について、討論が行われました。

賛成討論   阿部秀実　議員

　栃木特別支援学校の寄宿舎は、子どもたちの将来に向
けて必要な場所である。子どもたちが寝泊まりしながら学校
に通うことができる寄宿舎は、子どもの自立する心と、生活
や学習への意欲を育てている。低学年の子どもの家庭では
将来、栃木特別支援学校寄宿舎に入学させたいと言った
声もある。特別支援学校の事業主幹は県ではあるが、存続
を求めている市民、一人一人の小さな声を議会から県議会
へ届けることは、市民の暮らしを守る市議会の務めであり、
陳情書の採択に賛成する。

（令和4年）

3/20可決
全員が
賛　成



表紙の写真を募集しています！
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（議会ホームページ）

意見書を提出しました。
栃木県知事、及び栃木県教育委員会教育長宛てに意見書を提出しました。（議員案第6号）

「栃木特別支援学校寄宿舎の存続を求める」意見書
　栃木県教育委員会は施設の老朽化と通学困難者の減少を理由に栃木特別支援学校の寄宿舎を閉舎する
としていた。
　文部科学省によると特別支援教育とは、「障害ある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取り
組みを支援するという視点に立ち、幼児児童生徒一人ひとりの教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生
活や学習上の困難を改善又は克服するため、適切な指導や必要な支援を行う」とある。また、令和３年の文部
科学省、新しい時代の特別支援教育の在り方に関する有識者会議においても「特別支援学校寄宿舎につい
ては、特別支援教育における教育的意識も踏まえ、引き続き、その機能の維持に努めるべきである」と報告さ
れている。
　これらに拠れば、寄宿舎の果たす役割は、「通学困難」のみに限定するのではなく、子どもや家族等の様々
な教育ニーズに応えるべきものであると考える。長い時間をかけて培われた寄宿舎の歴史は、栃木の特別支援
教育の財産であり、栃木県の特別支援教育を後退させないためにも、寄宿舎を存続させることは重要である。
　通学困難者は減ったとはいえ、今後も遠距離通学を余儀なくされる児童生徒が入学する可能性は否定できな
い。さらに障がい児家庭を支える福祉制度が不十分な中、家庭内暴力などの育児困難を理由に、寄宿舎を利
用している家庭もあり、さまざまな事情で寄宿舎を必要としている家庭が存在している現実もある。
　加えて近年は「教育的入舎」のニーズが高まり、寄宿舎の集団生活で異年齢の規律ある生活習慣を身に
付けた子ども達が、卒業後の生活面、就労面においても、その効果が示されている。それは家族だけでなく、福
祉施設や企業からも高い評価を得ているところである。
　県も自らインクルーシブ教育システムの更なる推進として栃木県教育振興基本計画2025にて国と同様の施
策の方向性を示しており、国によって寄宿舎は自立し社会参加をする力を養う貴重な場であり、その果たす役割
は重要であることが示されていることからも、栃木特別支援学校の寄宿舎の引き続きの存続を求めるものである。

　議会だより「あなたと議会」は、年４回の定例号と新年の特別号、そのほか臨時号を発行し、市民配布
や議会ホームページで公開をしています。皆様により親しんでもらえる議会だよりを目指し、表紙を飾る写真を
市民の皆様から募集しています。

テーマ：鹿沼市の風景や行事・イベントなど
応募先：鹿沼市議会事務局
応募方法：�応募用紙に必要事項を記入し、データ写真の場合は電子メール又は直接持参、

プリント写真の場合は郵送又は直接持参のいずれかの方法でご提出ください。
　※「応募用紙」や「応募期限」については、議会ホームページからご確認ください。

・�応募者自身に著作権のある未発表のもの、また被写体が人物や個人の所有物の場
合は承諾を得たものに限ります。応募作品に関する著作権、肖像権等の問題が発
生した場合は、その責任及び解決はすべて応募者に帰属するものとします。
・�応募作品は、無償で鹿沼市議会が使用することに許諾したものとします。また、必
要によりトリミング処理等を行うことや、複数作品を同時に掲載する場合があります。
・その他注意事項は、議会ホームページや応募用紙をご確認ください。

募集要項

注意事項



　今号は、鹿沼高等学校３年生の
福田莉菜さんに揮ごうして頂きました。

　「あなたと議会」の表紙に掲載する
写真を募集しています。詳しくは、15
ページのお知らせか議会ホームページ
をご覧ください。
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議会の詳しい情報は、鹿沼市議会のホームページをご覧ください。
議会に関することは何でもお気軽にご意見をお寄せください。　　 gikai-jimu@city.kanuma.ｌｇ.jp　　　　　　　　　　　　　　　

令和5年第２回定例会（予定） 令和5年第３回定例会（予定）

議会だよりは、デイジー版（音訳CD）も作成しています。送付をご希
望の方は、議会事務局までご連絡ください。（電話　63−2203）

鹿沼市議会 検 索

高校生登壇！～議場体験発表会～を開催しました。

定例会の日程 題字の揮ごうについて

表紙写真の募集について

　鹿沼市議会では、平成27年に公職選挙法等の一部を改正する法律が成立し、選挙権年齢が「満18歳以
上」に引き下げられたことを契機として、「若い世代の方に政治に興味を持ってもらうため」「若い世代の声を市
政に反映させるため」といった目的で、毎年、市内の4つの高校と意見交換会を開催しています。
　その意見交換会に付随する事業として、「他校の生徒の考えを聞き、新たな気付きを得ること」「議場を体験
することで政治への関心を高めること」「議員がすべての学校の意見を直接聞くことで、より正確に政策提言に
つなげること」などを目的として、1月27日に、各学校の代表者が議場で発表しあう「高校生登壇！～議場体験発
表会～」を初めて開催しました。

　各学校から参加いただ
いた19名の生徒が、「フー
ドロスの削減について」や
「駅周辺の活性化・高校
生の居場所・学習スペー
スについて」など各学校で
行った意見交換会のテー
マごとに、意見や考え、
市への提案を、議場の演
壇に立って発表していただ
きました。

月 日 曜 内容

5
17 水 議会運営委員会

24 水 本会議（第１日）
提出議案の説明

6

7 水
議会運営委員会
本会議（第２日）
議案質疑・一般質問

8 木 本会議（第３日）
議案質疑・一般質問

9 金
本会議（第４日）
議案質疑・一般質問
議案等の委員会付託

13 火 総務常任委員会

14 水 教育福祉常任委員会

15 木 産業建設常任委員会

19 月
議会運営委員会
本会議（第５日）
採決

月 日 曜 内容

7

4 火 議会運営委員会

11 火 本会議（第１日）
提出議案の説明

26 水
議会運営委員会
本会議（第２日）
議案質疑・一般質問

27 木 本会議（第３日）
議案質疑・一般質問

28 金
本会議（第４日）
議案質疑・一般質問
議案等の委員会付託

8

1 火 総務常任委員会

2 水 教育福祉常任委員会

3 木 産業建設常任委員会

7 月
議会運営委員会
本会議（第５日）
採決

自分の書いた字が広報誌に掲
載されるということを大変誇り
に思います。読みやすい字を意
識しました。

※�なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。詳細は議会ホームページをご覧いた
だくか、または議会事務局までお問い合わせください。（電話　６３－２２０３）
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